
様式第１号（第１０条関係） 

 

2025 年度業務実績報告書 

提出日 令和 8 年 1 月 13 日 

 

１．職名・氏名 准教授 ジャレッド・デンマン     

 

２．学位  学位 博士、専門分野 日本学、授与機関 ｸｲｰﾝｽﾞﾗﾝﾄﾞ大学、授与年 平成 26 年 

 

３．教育活動 

(1)講義・演習・実験・実習 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

英語 B（2 単位；1 年次・経済学科） 

英語 B（2 単位；1 年次・生物資源学科） 

英語 D（2 単位；1 年次・経済学科） 

英語 D（2 単位；1 年次・経営学科） 

英語 IIa（1 単位；1 年次・海洋生物学科） 

英語 IIa（1 単位；1 年次・海洋生物学科，先端増養殖学科） 

英語発展 IIA（2 単位；1 年次・対面） 

英語発展 IIA（2 単位；1 年次・遠隔） 

英語発展 IIB（2 単位；1 年次・対面） 

 

② 内容・ねらい 

英語 B では，英文法と語彙の知識を用いて英語で表現・発信する力を身につける授業を実施し

た。発音や日常的な会話などの練習により，学生のコミュニケーション能力を向上させた。 

 

英語 D と IIa では，学生の専門分野に応じた英文を取り入れながら総合的な英語運用能力を高

める授業を実施した。パラフレーズの仕方や発表へ向けた朗読の練習などにより，学生の発言

力を向上させた。 

 

英語発展では，海外で実際に英語を使うために必要となる実践的な英語力を身につける授業を

実施した。異文化コミュニケーションに関する教科書を基に，入門的な概念について学生が自

分の理解や意見を英語で述べる力を向上させた。 

 

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

すべての授業において，新しいカリキュラムに準じた資料や試験などをゼロから用意し，対象

の学生に合わせてそれぞれの授業の内容を工夫した。 

 

【ゲストスピーカー  0 人】 

【フィールドワーク等 0 件】 

(2)その他の教育活動 

内容 

短期海外英語研修を担当。研修先の情報収集，説明会の実施，参加者の選考・指導，報告会の

実施等。 



４．研究業績  

(1)研究業績の公表 

①著書 

 

 

 

 

【0本】 

②学術論文（査読あり） 

 

 

 

 

【0本】 

③その他論文（査読なし） 

 

 

 

 

【0本】 

④学会発表等 

 

 

 

 

【0件】 

⑤その他の公表実績 

 

【0本】 

 

 

(2)科研費等の競争的資金獲得実績 

なし 

 

 

 

(3)特許等取得 

なし 

 

 

 

(4)学会活動等 

オーストラリア学会 2025 年度総会・全国研究大会に出席（6 月 14～15 日） 

 

 



５．地域・社会貢献活動 

なし 

 

 

 

６．大学運営への参画 

(1)補職 

なし 

 

(2)委員会・チーム活動 

国際委員会，令和 7 年 4 月～現在に至る。 

論集編集委員会，令和 7 年 4 月～現在に至る。 

職場委員会，令和 5 年 4 月～現在に至る。 

 

(3)学内行事への参加 

「成績・シラバス登録等のシステム切り替え」の研修に出席（9 月 18 日） 

全学ミーティングに出席（10 月 8 日） 

海外英語研修（LEAP）報告会を主催（10 月 16 日） 

情報セキュリティー研修会のオンライン受講（12 月） 

 

(4)その他、自発的活動など 

ワールドカフェで学生と交流（週 1 回 1 時間程度） 

フィンドレー大学交換留学選抜面接の面接官（12 月 10 日と 12 月 17 日） 

看護学科のフィンドレー研修のプレゼン指導（12 月 18 日と 12 月 25 日） 

 

 

 


